
資料 ３

地域医療構想に関する今後の進め方について

令和４年度 第１回 高崎・安中地域保健医療対策協議会 病院等機能部会
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○ 地域医療構想をめぐる動きとしては、昨年度末の3月24日に厚生労働省から今

後の進め方について通知あり。

○ 地域医療構想については、その取組の推進に加えて、次期医療計画の策定や医

師の働き方改革等を見据えながら議論を集中的に実施する必要があり、国の通知

を踏まえた今後の進め方について御説明するもの。

（スライド2）

○ 群馬県では平成28年度に地域医療構想を策定、その後、平成30年7月7日付け

「地域医療構想の進め方について」により、厚生労働省から各医療機関における

具体的対応方針の策定が求められ、本県では平成30年度までに全ての対象医療

機関において具体的対応方針が策定され、地域保健医療対策協議会において協議

が完了しています。

○ 令和元年度に、厚生労働省による診療実績等の分析が行われ、令和2年1月17

日付け「公立・公的医療機関等の具体的対応方針の再検証等について」により、

公立・公的医療機関等の具体的対応方針の再検証等が要請された。

群馬県では、済生会前橋病院、伊勢崎佐波医師会病院、公立碓氷病院、下仁田

厚生病院の４病院が再検証対象医療機関に該当。

○ その後、新型コロナウイルス感染症のまん延により、再検証等の期限を含め、

今後の進め方については、厚生労働省において改めて整理の上、示されることと

なっている。

○ 高崎・安中地域医療構想会議(保健医療対策協議会病院等機能部会)において、

公立碓氷病院の再検証等の議論を進めたが、新型コロナウイルス感染症まん延の

ため会議開催が行えず再検証の議論が中断している。

○ 今後の進め方について国の検討会等において議論された結果、厚生労働省から

令和4年3月24日付けで「地域医療構想の進め方について」が通知。

また、総務省からも令和4年3月29日付けで「公立病院経営強化の推進につい

て」が通知され、新公立病院改革ガイドラインの後継となるガイドラインが策定

され、公立病院において「公立病院経営強化プラン」を作成することが求められ

ている。

○ この厚生労働省通知と公立病院経営強化プランに関する総務省資料について

は、｢参考資料｣のＰ５～９に添付しています。

○ これらの国通知を踏まえた群馬県の対応は、下の表の記載のとおり。

○ 厚生労働省から改めて整理の上、示されることとなっていた今後の進め方につ

いては、「2022年度及び2023年度において、公立・公的・民間医療機関における
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対応方針の策定や検証・見直しを行う」こととなった。

○ 公立病院については、「公立病院経営強化プラン」を具体的対応方針として策

定することとされ、策定に当たり、総務省からは「策定段階から地域医療構想調

整会議を活用して関係者の意見を聴くなど、丁寧な合意形成に努めるべき」であ

るとされた。

○ 国からの要請に対応するため、地域保健医療対策協議会(地域医療構想会議＝

病院等機能部会)において、改めて地域の現状や課題、将来の方向性等について、

データ等に基づき協議・共有した上で、各医療機関において、地域医療構想を踏

まえた対応方針の策定や検証・見直しの取り組みを行う。

（スライド3）

○ 具体的対応方針に係るこれまでの対応状況です。

厚生労働省から求められた具体的対応方針の策定については、平成30年度ま

でに策定と地域における協議が完了。

公立病院は、「新公立病院改革プラン」の策定と県独自様式の補足資料の作成

で対応済。

公的病院は、「公的医療機関等2025プラン」の策定と補足資料の作成により対

応済。

民間医療機関は、県独自様式の「2025年への対応方針」の作成により対応済。

○ 公立、公的病院については、表の右側の具体的対応方針の再検証要請に対して、

全ての公立・公的病院に対して、県独自様式の「自医療機関のあり方について」

の作成を依頼。公立・公的病院が作成した｢自医療機関のあり方について｣に基づ

き、高崎・安中地域医療構想会議(病院等病院等機能部会)を令和２年２月末に開

催、協議を開始したが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、その後の

協議が中断、現在に至っています。

○ 新公立病院改革プラン、公的医療機関等2025プラン、2025年への対応方針の

様式については｢参考資料｣のＰ10～24に添付。

また、各医療機関の具体的対応方針等は群馬県のホームページで公表している。

○ 国通知を踏まえた今後の対応が、下の表となる。

公立病院は、新たに策定が求められた「公立病院経営強化プラン」の策定と補

足資料の再作成により対応。

公的病院は、策定済の「公的医療機関等2025プラン」の検証と見直し、補足

資料の再作成により対応。

民間医療機関は、「2025年への対応方針」の検証と見直しにより対応。

○ 具体的対応方針の再検証も国から引き続き求められている。
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（スライド4）

○ 令和４年度における議論の進め方。

上の図は、協議の内容やスケジュールのイメージをお示している。

○ 全体の進め方は、矢印のとおり。まずは11月頃までに、病床機能報告や患者

調査、DPCデータ等のデータや地域の実情等を踏まえ、地域の現状や課題、将

来の方向性等について改めて協議と情報の共有を実施。

○ 協議結果や必要な情報は各医療機関に提供予定。

県医務課から各医療機関へ、具体的対応方針の検討・更新依頼を12月から１

月頃に実施。

県医務課で取りまとめた、具体的対応方針の検討・更新結果に関する協議を２

月から３月にかけて、各地域おいて実施する予定。

○ 各医療機関における対応方針の策定や検証、見直しに当たっての依頼事項等は

下枠記載のとおり。

○ 公立病院は、「公立病院経営強化プラン」を具体的対応方針として策定する際

に、地域医療構想との整合性をとりながら策定することが求められているため、

策定作業の早期の段階で、地域で担う役割・機能等について協議会の場で説明を

実施。(今回の部会がその位置づけ)

なお、具体的な依頼事項等については、既に各公立病院あて通知済(市町村あ

て通知として｢参考資料｣のＰ25～26添付のとおり)。

公的病院には、協議会の協議の内容等を踏まえ、検証、必要に応じた見直しを

行った具体的対応方針について、協議会の場で説明を求める予定。

民間医療機関は、協議会の協議の内容等を踏まえ、具体的対応方針の検証、必

要に応じた見直しを依頼し、検討結果が地域医療に影響がある内容等であれば適

宜協議会の場で説明を求める予定。
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